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令和３年度の一般会計及び特別会計並びに公営企業会計の決算の認定をいた

だくに当たり、決算の概要を申し上げます。 

 【 総 括 】 

新型コロナウイルス感染症の影響により、全国的に依然として厳しい経済状

況が続いている中で編成した本市の令和３年度一般会計当初予算は、「新しい伊

東スタイルへの挑戦 みんなで創る新たな未来」を市長経営方針に位置付け、

財政健全化に向けた取組を着実に進めつつ、公約に掲げた「未来を拓く取組」

の３本柱である「みんながつくる伊東市」、「みんなが楽しい伊東市」、「みんな

が暮らす伊東市」に係る事業の一層の進展と新型コロナウイルス感染症対策や

新しい生活様式への対応などを目指して編成いたしました。 

歳出においては、サマーレビューで見直した事業費を予算要求額の上限とす

る中で、新型コロナウイルスワクチン接種事業や高齢者施設などに新規で入所

する方にＰＣＲ検査を行う新型コロナウイルス感染症検査事業を始め、前年度

見送らざるを得なかった、市民運動場人工芝生化事業やコミュニティエフエム

放送局設備整備事業のほか、移住定住促進事業を始めとした人口増加策、伊東

温泉宿泊促進事業や観光案内説明看板整備事業などの観光施策、商店街イベン

ト補助事業や伊東産活力創出補助事業などの地域経済の活性化策、新図書館の

建設に向け基本設計業務を委託する新図書館建設事業、おもてなしコンシェル

ジュ事業、サテライトオフィス等推進事業及びキャッシュレス納税導入事業な

どに予算を重点的に配分することといたしました。 

その結果、一般会計の予算規模を２７２億７，０００万円、前年度を０．８％

下回る予算を編成いたしました。 

その後、住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業や子育て世帯等臨時特

別支援事業などの新型コロナウイルス感染症対策のほか、地方交付税の増額や

介護保険事業等社会保障関係の特別会計に対する繰出金の増額などの通常の補

正予算など、８回にわたる補正を行い、最終予算規模を３２９億５，３３４万

７，０００円といたしました。 

執行に当たりましては、常に国県の動向や経済情勢を注視しつつ、効果的・

効率的な執行に意を注ぎ、山積する課題に積極的に対応し、新型コロナウイル

ス感染症に対しても、対話を基に市民の皆様との融和を図る中で、万全の対策
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を講じるとともに、本市の発展に向け努力してまいりました。 

以上、令和３年度の予算編成から決算までの背景を申し上げました。 

引き続き、決算の内容につきまして説明いたします。 

一般会計における歳入決算額は、３２３億５，１６３万３，０００円で、対

前年度比１０．２％の減となり、歳出決算額は３０９億９，４５４万     

６，０００円で、執行率は９４．１％、対前年度比１１．９％の減となりまし

た。 

歳入歳出差引額は１３億５，７０８万７，０００円となり、商工業振興補助

事業や生活環境向上対策事業などの繰越明許及び事故繰越しにより、翌年度へ

繰り越すべき財源４億５，６３４万１，０００円を差し引いた実質収支額は、

前年度を３４．０％上回る９億７４万６，０００円となりました。 

歳入決算につきましては、自主財源では、ふるさと伊東応援寄附金が増加し

たことにより寄附金が対前年度比３８．９％、繰越金が対前年度比６７．７％

上回ったものの、大きな比重を占める市税が前年度収入額を３．１％下回ると

ともに、財政調整基金を繰り入れなかったことにより繰入金が対前年度比  

４１．０％下回り、自主財源全体では、対前年度比２．５％の減少となってお

ります。 

 依存財源では、新型コロナウイルス感染症対策の影響による市税の減収を補

塡する地方特例交付金が対前年度比７３７．２％、地方交付税が対前年度比で

２５．９％増加したものの、特別定額給付金給付事業の完了や新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金の縮減などより、国庫支出金が対前年度比

で４４．０％、県支出金が対前年度比で５．５％下回ったことなどから、依存

財源全体で、対前年度比１５．３％減少しており、歳入全体をみても、対前年

度比で１０．２％減少しております。 

歳出決算につきましては、経常経費において、扶助費が３１．２％、物件費

が８．１％増加しているものの、特別定額給付金給付事業の完了などにより補

助費が６５．４％、定年退職者の減などにより人件費が対前年度比５．５％減

少しております。 

投資的経費につきましては、普通建設事業において、災害時情報伝達システ

ム整備事業や小中学校校内無線ＬＡＮ等整備事業などが完了したものの、市民
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運動場人工芝生化事業やコミュニティエフエム放送局設備整備事業などを実施

したことから、対前年度比で１８．１％と大きく増加しております。 

また、新型コロナウイルス感染症が広がる中にあっても、私が公約に掲げた

「未来を拓く取組」の３本柱を実現するため、地域タウンミーティングや「市

長への手紙」、未来ビジョン会議を開催し、その中で市民の皆様からいただいた

御意見に対し迅速に対応するなど、ボトムアップによる市政運営にも取り組ん

でまいりました。 

さらに、新型コロナウイルス感染症による市内経済の落ち込みを防ぐため、

飲食店を対象としたプレミアム付商品券事業や伊東温泉宿泊推進事業を実施す

るとともに、経済変動対策資金貸付金利子補給などにより、事業者支援、雇用

の維持に引き続き努めました。 

以上が、一般会計歳入歳出決算の概要であります。 

本市の財政は、職員の人件費を含むすべての事務事業の見直しなど、これま

で一貫して継続してきた様々な改革への取組により、適正とされる規模の黒字

を確保していることから、健全化判断比率や経常収支比率、実質収支比率など

の財政指標も含め、その健全性は維持できているものと判断しております。 

一般会計及び特別会計並びに公営企業会計の決算の概要につきましては、引

き続き、担当部長から説明いたします。 

私は、これまで「有言実行！！みんなとともに」を基本理念とし、「伊東の魅

力を発信し、文化を高め、観光の振興と産業の育成によって、みんなが夢を形

にできる未来を拓く」施策の推進にまい進してまいりました。未だ新型コロナ

ウイルス感染症の終息は見えない状況にありますが、今後とも、「新しい伊東ス

タイル」の構築に向け、市民のため、本市の発展に努めてまいる所存でありま

す。 

最後になりましたが、本決算につきまして、認定いただくようお願い申し上

げますとともに、本決算の意義を真摯に受け止め、市民の皆様や議員各位から

の貴重な御意見、御指導をいただきながら、最善の努力をしてまいりたいと存

じます。 


